





Development of self-other consciousness in infants with Down Syndrome 
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愛 着 他者からのま 他者からのか 求他者IC援助を
共感の段階 なさしの意識 かわりに抵抗 める
第 段 階 ( + ) (ー) (ー ) (ー )
第 2 段 階 ( + ) ( + ) ( + ) (ー)
第 3 段 階 ( + ) ( + ) ( + ) ( + ) 
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The purpose of this study was to investigate development of a differential of self and others in infants with Down 
syndrome. 
Three developmental levels of sympathy were observed in Down syndrome infants with th巴ageof 1-2 yωrs. These 
were (a) no・sympathylevel， (b) emotional level， and (c) behavior level. It was supposed that infants interactions 
with others were relevant to the sympathy level 百1einteractive behaviors were， (1) attachment behavior (2) conscious-
ness of being looked from other， (3) resistance to other (4) request for other's assistance. 
η1e results were as follows: 
Attachment was observed in no-sympathy level which suggested that infants existed with others in the “inter引 Ib-
jective" world. The level of sympathy was relevant to the behavior (2)， (3)， and (4). 百1atis， when infants were in 
the emothional level of sympathy， they showed behavior (2) and (3)， and were in the behavior level of sympathy， they 
showed behavior (4) 
Down syndrome infant's motor and cognitive development were discussed connected with their detachment process 
of self司otherconsciousness. 

































































共 感 1*顔をのぞき ζむ
*母親の髪の毛をひっぱり、自分の1)1(.つれて乙ょうとする
*手で母貌をたたくようにしてて遊び1(.さそいかけているつもりのようだ
*母観がすわったり、ねζろがったりすると、そは"1ζよってきて顔をのぞき ζむ
*母貌が沈んでいると、 トントンとからだにさわってくる
*事見が泣きまねすると、手を取って顔をのぞきとむ
*さわりにきて、何語だか声をかりてくれてほほえんだりする
*泣くふりをすると、以前はただじっとみていたが、近頃は母貌が顔lζあてている手をおろそう
とし、顔色をうかがったりして気遣う。母籾が笑うと大喜びで抱っ乙をせがむ
*笑いかけてとちらの機嫌をとってくる
愛 .j'] 1*父、母が帰ってくると手をたたいてとても喜ぶ
水機嫌がよい時大声を出す
*家族や知っている人をみると手を山して飽かれようとする
*乙の頃とくにペタベタとく っついてくる
*みしらぬ所へ行くとそは、を離れないし、籾がいなくなると泣く
まなぎし 1*何かみつけると声をたして顔の万をみる
*何かしたりするとしきりと母紛の方をふりかえってみせる
*さわったらいけないものがある時、戸をだして母観の顔を見て、それからさわる
(してはし、けない乙とをする時、一応しらせる)
*おもしろいイタズラを発見すると、それをした後、母籾の顔を見る
*とれをすると叱られるという ζとがわかっているのか、日ヒられそうだなと思うと母貌の方をみた
りして綾子をうかがう。 “とれ"というと、急いでハイハイして逃げる
*兄のおもちゃをさわったりしていてお ζられた時など、悪いζとをして父籾1(."ヒられた後など
は、すぐに母観の1をみる
低 抗 1*玄関の戸をしめると外へ出たくて泣く
*ミ Jレクや湯さましがほしくない時、ほ乳びんをたたきおとす
*オモチャを取りあげたり遊びをやめると怨る
:+:オモチャやおはしゃ持っているものや取ろうとしているものを取りあげると怒る
*お茶や乙はんがし、らない時は顔をそむけたり、手をはらいのける
*外出する時、先lζ鋭が玄関lζでると、おいてし、かれると思って泣く
*いろいろ食物が銭べであると、一番すきなものを先lζ食べないと、他の物を絞り山してしまう
*危ないものをもっている時、取りあげると悠って母親をたたく
後 助 1*何かしてほしい時はおとなの手をそ乙へ持っていく
*手助けがほしい時、アーアーと言って母籾をふりかえりよぶ
*自分でできないとウェーンと大声を出し、手をパタパタさせ、母線が手伝ってくれるのを持つ
*母親に取ってもらうまでうじうじ泣く
*物が取れない時は指さしで声を出して求める
*手助けがほしい時、手をす乙し上げて母貌の方をみる
(11 ) 
